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腺摘除術を施行された計 81症例(88箇所の癌病巣を含む)について検討した。MCVは Apparent dif
fusion coefficient map(以下 ADC map)を使用し計測した。MCVは MRIにおける体軸断面像で最大





デルにおける縦径を生検組織癌モデルの癌部分の長さに置き換えた体積を modified MCV と定義し、
医療画像処理ソフトにより３次元モデルを修正した。 
＜結果＞ 
 PCVと MCVとの Spearman相関係数は 0.724(p<0.001)であった。MR/US-fusion targeted biopsy
の癌陽性組織の長さは MRI体軸断面像の最大縦径よりも病理学的最大縦径を反映していた(r=0.82
4 vs r=0.773, ともに p<0.001)。mp- MR/US-fusion targeted biopsyの癌陽性組織の長さは PCV
と有意に正の相関関係を認めた(r=0.773, p<0.001)。Modified MCV は MCV 以上に PCV と正の相関
関係を認めていた（r=0.724 vs r=0.824，ともに p<0.001）。更に Modified MCV は癌体積 2ml 以下で
あれば，全癌体積との相関関係と比較し、更に正の相関関係は増加した(r=0.843, p<0.001)。  
＜考察＞ 
 ADC mapは PCVを予測するには最も優れたツールであると報告されており、本研究でも ADC map
を用いて MCVを推定したが、過去の報告通り PCVを過小評価もしくは過大評価していた。一方で、
MCVと並んで MR/US-fusion targeted biopsyの癌陽性組織の長さは PCV を予測するための有意な
独立因子であった(それぞれ p<0.001、P<0.003)。しかも、MR/US-fusion targeted biopsyの癌陽性
組織の長さは MRI体軸断面像の最大縦径よりも病理学的腫瘍の縦径をより正確に予測していた。












MR/US-fusion targeted biopsy の癌陽性組織の長さは mp-MRIによって推定される癌の縦径より
も実際の癌組織の縦径により強い正の相関関係を認める。それゆえに MR/US-fusion targeted bio
psyの癌陽性組織の長さを、mp-MRIによって推定される癌の縦径に置き換えて、癌体積を換算す
る modified MCV が有用である 。modified MCV と PCV との関連は MR/US-fusion targeted biopsy 
で採取可能である組織長である 16mm以下で特に信頼性が高かった。 
